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コ
ロ
ナ
後
の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か　

コ
ロ
ナ
後
の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

                  

勝
野
正
章
（
東
京
大
学
）

 

学
校
休
業
が

  

も
た
ら
し
た
困
難
は

       

平
等
で
は
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
の
学
校
休
業
は
、図
ら
ず
も
、

新
自
由
主
義
教
育
政
策
が
志
向
す
る
公
教

育
縮
小
・
解
体
の
模
擬
実
験
と
な
り
、
教

育
を
個
人
（
家
庭
）
の
責
任
と
選
択
に
委

ね
る
な
ら
ば
、
い
か
に
教
育
の
平
等
が
損

な
わ
れ
こ
と
に
な
る
か
を
示
し
た
。
長
期

に
わ
た
り
学
校
教
育
の
少
な
く
と
も
一
部

の
停
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
あ
い
だ
、
家

庭
教
育
や
、
塾
・
家
庭
教
師
・
通
信
教
育

な
ど
の
私
教
育
（
教
育
産
業
）
を
代
替
手

段
と
し
て
ど
れ
だ
け
確
保
で
き
る
か
は
、

家
計
状
態
を
は
じ
め
と
す
る
家
庭
の
事
情

に
著
し
く
左
右
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
学

校
教
育
自
体
、
決
し
て
平
等
で
は
な
い
。

能
力
、
障
が
い
、
国
籍
、
人
種
・
民
族
、

言
語
・
文
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
な
ど
に
よ
る
差
別
や
不
平
等
か

ら
無
縁
で
は
な
い
の
が
学
校
教
育
で
あ

る
。
し
か
し
、
学
校
が
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
は
家
庭
の
経
済
・
社
会
・

文
化
的
状
況
が
直
接
反
映
さ
れ
、
さ
ら
に

不
平
等
な
も
の
に
な
る
。
長
期
間
の
学
校

休
業
は
、
学
校
が
「
教
育
の
平
等
」
に
果

た
す
（
完
全
で
は
な
い
に
せ
よ
、重
要
な
）

役
割
を
私
た
ち
に
改
め
て
認
識
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

長
期
休
業
期
間
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
自
宅
学
習
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整

備
す
る
経
済
的
余
裕
の
な
い
家
庭
の
あ
る

こ
と
が
教
育
格
差
を
広
げ
る
一
因
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
た
。
令
和
２
年
度
の
補
正
予

算
で
は
、
そ
う
し
た
家
庭
に
対
し
優
先
的

に
端
末
や
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
を
配
置
す
る

と
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
は
あ
る
程
度
評

価
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
以
外

に
も
、
保
護
者
の
就
労
状
況
・
健
康
状
態
、

家
族
構
成
、
学
校
・
教
職
員
と
の
関
係
な

ど
多
く
の
要
素
に
よ
っ
て
、
家
庭
が
学
校

教
育
を
、
そ
の
一
部
で
あ
れ
肩
代
わ
り
で

き
る
か
が
左
右
さ
れ
る
。
長
期
休
業
期
間

中
、
す
べ
て
の
家
庭
が
、
学
習
時
間
の
確

保
や
宿
題
の
点
検
な
ど
、
子
ど
も
の
「
学

習
を
止
め
さ
せ
な
い
」
と
い
う
否
定
し
が

　　　　　　勝野　正章さん
　東京大学、大学院教育学研究科（教育学部）教授。2019 年夏季合宿研究会

には、講師としてお招きし、「グローバル新自由主義のもとにおける教育と教員」

と題してご講演いただきました。勝野先生は講演の最後に、「新自由主義教育

改革は、教員、保護者、市民を、相反する自己利益を追求しあう関係へと再編

する。だからこそ、今日の社会で公教育（平和と民主主義の教育）を擁護する

ために、教師は、教育者であると同時に、ともに生きる市民としての言葉で保

護者や大人に語りかけ、対話によるつながりを絶やさないことが求められてい

る。」と語られました。

　コロナ禍のもと、これからの教育のあり方を考える一助として、教文通信へ

ご寄稿くださいました。
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た
い
協
力
要
請
に
易
々
と
応
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。「CO

VID
-19

の
影
響
は
、
新
た
な
格
差
を
生

じ
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
あ
る
格
差
を
広
げ

た
」（
朝
日
新
聞
２
０
２
０
年
６
月
10
日
夕
刊
、
下
地
ロ

ー
レ
ン
ス
吉
孝
「
コ
ロ
ナ
危
機
が
も
た
ら
し
た
も
の　

歪

な
「
軸
」
が
広
げ
た
格
差
」）。
長
期
休
業
に
よ
っ
て
教
育

を
受
け
る
権
利
を
特
に
奪
わ
れ
た
の
は
、
既
に
経
済
的
困

窮
や
社
会
・
文
化
的
に
排
除
さ
れ
て
い
た
家
庭
と
そ
の
子

ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「学
び
の
保
障
」
は
教
育
の

           

自
己
責
任
化
を
進
め
る

文
部
科
学
省
が
「
学
び
の
保
障
」
を
コ
ロ
ナ
後
の
教

育
の
基
本
的
理
念
と
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
難

し
い
。「
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
、
子
供
た
ち
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
な
く
、
最
大
限
に
学
び
を
保
障
」
す
る
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
は
、
学
校
の
長
期
休
業
に
よ
る
学
び
の
（
少
な
く

と
も
部
分
的
な
）「
空
白
」
と
不
平
等
を
経
験
し
た
私
た

ち
に
強
く
訴
え
か
け
る
。
そ
の
た
め
、私
た
ち
の
関
心
は
、

専
ら
国
家
・
政
府
・
行
政
が
「
学
び
の
保
障
」
に
必
要
な

条
件
整
備
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
集
中
す
る
。
こ

の
よ
う
に
政
策
の
言
葉
と
態
度
の
一
貫
性
（
誠
実
さ
）
を

問
題
と
す
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
権
利

を
保
障
す
る
責
務
を
国
家
・
政
府
・
行
政
に
果
た
さ
せ
る

た
め
に
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
。
実
際
、
令
和
２
年
度
第

二
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
教
員
加
配
３
１
０
０
人

は
、同
時
に
学
習
指
導
員
６
１
２
０
０
人
及
び
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
２
０
６
０
０
人
の
追
加
配
置
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
様
々

な
追
加
的
業
務
を
こ
な
す
と
と
も
に
、
従
前
に
も
増
し
て

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

る
学
校
の
必
要
を
満
た
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私

た
ち
は
、こ
こ
で
保
障
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る「
学
び
」が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
以
前
の
「
学
び
」
と
同
じ
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
も
関
心
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
の
「
学
び
の
保
障
」
で
看
過
で
き
な
い

の
は
、
個
人
（
家
庭
）
に
よ
る
学
校
教
育
の
部
分
的
代
替

が
既
成
事
実
化
さ
れ
、
学
校
再
開
後
も
そ
の
継
続
が
前
提

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
学
校
で
し
か
で
き
な
い

学
習
活
動
」
と
「
個
人
で
も
実
施
可
能
な
学
習
活
動
」
の

間
に
線
を
引
き
、
後
者
は
授
業
以
外
の
場
で
実
施
す
る
も

の
と
し
て
い
る
。
同
省
が
開
設
し
て
い
る
「
子
供
の
学
び

応
援
サ
イ
ト
」
に
は
、「
授
業
を
協
働
学
習
な
ど
学
校
で

し
か
で
き
な
い
学
習
活
動
に
重
点
化
し
、
限
ら
れ
た
授
業

時
数
の
中
で
効
果
的
に
指
導
」
す
る
た
め
の
参
考
資
料
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
参
考
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
教
科
書
会
社
の
協
力
を
得
た
と
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い

る
が
、
民
主
主
義
的
な
議
論
と
教
育
的
検
討
を
経
て
行
わ

れ
た
も
の
と
は
到
底
言
え
な
い
（「
働
き
方
改
革
」
に
お

け
る
、
教
員
が
本
来
行
う
べ
き
業
務
で
あ
る
か
ど
う
か
の

線
引
き
で
も
同
じ
手
法
が
用
い
ら
れ
た
）。

非
常
事
態
宣
言
の
対
象
と
時
期
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
で
国
家
・
政
府
・
行
政
は
い
く
つ
も
の
重
大
か

つ
「
論
争
的
」
な
線
引
き
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
「
論
争
的
」

と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
学
校
の
臨
時
休
校
に
伴
い
、
子

ど
も
の
世
話
を
す
る
た
め
に
休
暇
を
と
る
保
護
者
を
支
援

す
る
休
業
補
償
の
対
象
か
ら
性
風
俗
業
を
除
外
し
よ
う
と

し
た
こ
と
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
、
当
初
の
方
針
が
変
更
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
さ
い
た
ま
市
は
幼
稚
園
や

保
育
所
の
職
員
向
け
に
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
際
、
埼
玉
朝

鮮
初
中
級
学
校
の
幼
稚
部
を
対
象
か
ら
除
外
し
よ
う
と
し

た
が
、
学
校
教
職
員
と
保
護
者
か
ら
抗
議
を
受
け
て
、
方

針
を
変
更
し
た
。
こ
こ
に
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
非
常
時
に
、

誰
が
生
き
る
べ
き
人
間
で
誰
が
死
ん
で
い
い
人
間
か
、
差

別
し
て
い
い
基
準
を
行
政
や
政
治
が
提
示
し
て
い
る
」（
朝

日
新
聞
２
０
２
０
年
５
月
31
日
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
代
表
・
梁

英
聖
「
深
刻
な
差
別
が
頻
発
、
政
策
で
も
」）
と
い
う
怖

さ
が
あ
る
。
当
事
者
は
、
そ
の
権
力
の
不
合
理
性
に
対
し

て
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

個
人
（
家
庭
）
に
よ
る
学
校
教
育
の
代
替
は
、
た
と
え

部
分
的
で
あ
っ
て
も
、教
育
の
自
己
責
任
化
を
推
し
進
め
、

教
育
産
業
の
領
地
拡
大
を
助
長
し
て
、
教
育
の
不
平
等
を
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拡
大
す
る
。「
学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
習
活
動
」
と
「
個

人
で
も
実
施
可
能
な
学
習
活
動
」
の
間
に
権
力
が
線
を
引

く
こ
と
は
、
直
接
生
命
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
教

育
の
平
等
と
い
う
重
要
な
公
共
的
価
値
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。
大
事
故
・
災
害
時
に
重
症
度
に
応
じ
て
治
療
の
優

先
度
を
決
め
、
患
者
の
選
別
を
行
う
ト
リ
ア
ー
ジ
の
よ
う

に
、
教
育
に
お
い
て
も
非
常
時
に
何
ら
か
の
線
引
き
が
必

要
な
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
日
々

懸
命
に
努
力
し
て
い
る
学
校
現
場
で
も
、
ど
こ
か
で
線
を

引
く
必
要
性
が
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
線
引
き
が
、
新
た
に
深
刻
な
困
難
を

抱
え
込
む
子
ど
も
た
ち
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
既
に
格
差
や

排
除
に
苦
し
ん
で
い
る
家
庭
と
子
ど
も
た
ち
に
一
層
の
苦

境
を
強
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
残
念

な
が
ら
、「
学
び
の
保
障
」
は
こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の

で
は
な
い
。

 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
学
び
、

      

教
育
の
目
的
を
問
い
直
す

こ
の
よ
う
に
「
学
び
」
の
線
引
き
を
行
い
、
教
育
の
自

己
責
任
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
障
し
よ
う
と
し

て
い
る「
学
び
」と
は
何
か
。
端
的
に
言
え
ば
、そ
れ
は「
新

学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
学
び
」
で
あ
り
、「Society5.0

に
向
け
た
人
材
」
の
育
成
に
資
す
る
「
学
び
」
で
あ
る
。

内
閣
府「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」（
２
０
１
９
年
６
月
21
日
）

で
は
、
労
働
生
産
性
を
高
め
、
経
済
成
長
を
確
実
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
代
替
で
き
な
い

創
造
性
、
感
性
、
デ
ザ
イ
ン
力
、
企
画
力
な
ど
の
能
力
を

身
に
着
け
た
高
ス
キ
ル
人
材
の
育
成
が
教
育
に
求
め
ら
れ

る
役
割
だ
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
人
権

の
保
障
で
は
な
く
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
（
付
加
価
値
の

高
い
雇
用
の
創
出
）
と
い
う
観
点
か
ら
、
教
育
の
目
的
を

定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。

労
働
市
場
で
は
、
管
理
職
、
専
門
職
、
技
術
職
な
ど

の
高
ス
キ
ル
雇
用
と
運
転
・
手
仕
事
職
、
清
掃
・
警
備
サ

ー
ビ
ス
職
、
医
療
・
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
低
ス
キ
ル

雇
用
が
増
加
し
、
販
売
職
、
事
務
職
、
製
造
職
な
ど
の
中

ス
キ
ル
雇
用
が
減
少
す
る
「
両
極
化
」
が
生
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
両
極
化
」
は
雇
用
形
態
、
労
働
条
件
、

賃
金
面
で
の
一
層
の
格
差
拡
大
を
伴
っ
て
い
る
。
現
在
、

文
部
科
学
省
・
中
央
教
育
審
議
会
が
準
備
を
進
め
て
い
る
、

高
校
普
通
科
の
「
学
際
的
な
学
び
の
学
科
」、「
地
域
社
会

の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
び
の
学
科
」、「
そ
の
他
の
特
色

あ
る
学
科
」
へ
の
再
編
も
、
こ
う
し
た
労
働
力
需
要
の
変

化
に
応
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言

下
の
社
会
生
活
を
支
え
た
の
は
、
こ
こ
で
「
低
ス
キ
ル
」

職
に
分
類
さ
れ
、
非
正
規
雇
用
が
大
部
分
を
占
め
、
労
働

環
境
・
賃
金
面
で
著
し
い
劣
位
に
置
か
れ
て
い
る
清
掃
、

小
売
、
物
流
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
労
働
者
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
社
会
維
持
の
た
め
に
不
可
欠
な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
に
光
が
あ
た
っ
た
こ
と
を
、
職
業
・
仕
事
に
高

ス
キ
ル
/
低
ス
キ
ル
と
い
う
評
価
基
準
（
線
引
き
）
が
設

け
ら
れ
、
そ
れ
に
当
然
の
よ
う
に
社
会
経
済
的
格
差
が
伴

っ
て
い
る
（
在
宅
勤
務
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
ま
っ
た
「
高

ス
キ
ル
」
職
と
は
、
感
染
リ
ス
ク
に
も
大
き
な
格
差
が
あ

っ
た
）
こ
と
の
正
し
さ
を
疑
う
契
機
と
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
的
な
不
平
等
・
格
差
・
差

別
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
と
し
て
の

教
育
（「
学
び
の
保
障
」）
を
問
い
直
す
こ
と
で
も
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
は
「
教
育
の
平
等
」
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
、
決

し
て
不
平
等
と
無
縁
で
は
な
い
。
学
校
生
活
の
中
に
も
、

普
段
は
目
に
つ
き
に
く
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

浮
か
び
あ
が
っ
た
様
々
な
差
別
や
不
平
等
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
身
近
な
差
別
や
不
平
等
を
、

感
染
者
や
医
療
従
事
者
、
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
、
差
別

な
ど
社
会
的
な
問
題
と
と
も
に
広
い
意
味
で
教
材
化
し
、

教
職
員
を
は
じ
め
、
保
護
者
、
地
域
の
人
々
と
い
っ
た
お

と
な
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
、
生
徒
と
共
に
考
え
る

こ
と
が
、
基
本
的
人
権
と
し
て
の
「
学
び
の
保
障
」
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
た
め
に
活
か

す
方
法
で
あ
ろ
う
。

勝
野　

正
章

（
か
つ
の　

ま
さ
あ
き
）
さ
ん

東
京
大
学
、
大
学
院
教
育
学

研
究
科
（
教
育
学
部
）
教
授
。
研

究
分
野　

学
校
経
営
・
教
育
政

策
。主
な
著
書
に「
教
育
課
程
改
革
と
教
師
の
専
門
性
」（
学

文
社
）「
教
育
行
政
と
学
校
経
営
」（
共
著
、
放
送
大
学
教

育
振
興
会
）「
教
員
評
価
の
理
念
と
政
策　

日
本
と
イ
ギ

リ
ス
」（
エ
イ
デ
ル
研
究
所
）「
教
育
行
政
と
教
育
政
策
」

（
共
著
、
放
送
大
学
振
興
会
）「
安
倍
政
権
で
教
育
は
ど
う

変
わ
る
か
」（
岩
波
書
店
）
他　

多
数
。
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報
告　

第
２
回
総
合
研
究
会
（オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
）
7
月
18
日

（土
）

　
学
び
と
は
？
学
力
と
は
？

　
　
〜
学
習
指
導
要
領
「
資
質
・
能
力
」
を
中
心
に
考
え
る
〜
総
合
研
究
会

　

２
０
２
０
年
７
月
18
日
（
土
）、
14
時
か
ら
第
２
回
総

合
研
究
会
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

講
師
は
、
紅
野
謙
介
さ
ん
（
日
本
大
学
）「
記
述
式
問
題

の
ゆ
く
え
～
共
通
テ
ス
ト
「
国
語
」
の
場
合
～
」、

河
合
美
喜
夫
さ
ん
（
中
央
大
学
）「
新
学
習
指
導
要
領
と

高
校
教
育
課
題
～
高
校「
社
会
科
」の
改
変
を
中
心
に
～
」。

Zoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
使
っ
て
行
い
、
参
加
者
は
28
名
で

し
た
。

　

講
演
会
の
概
要
と
、
参
加
者
の
感
想
を
報
告
し
ま
す
。

　
講
演
　

　
記
述
式
問
題
の
ゆ
く
え

　
　
　
　
　

～
共
通
テ
ス
ト
「
国
語
」
の
場
合
～

講
師
　
紅
野
謙
介
さ
ん
（
日
本
大
学
）

講
演
前
半
で
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
記
述
式

問
題
の
見
送
り
ま
で
の
経
過
と
記
述
式
問
題
の
問
題
点
に

つ
い
て
触
れ
、
後
半
で
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
連

動
す
る
新
学
習
指
導
要
領「
国
語
」に
お
け
る「
文
学
国
語
」

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
・
表
現
を
意
識
的
に

使
え
る
力
は「
文
学
国
語
」で
培
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
論

理
国
語
」
の
み
で
は
培
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
理
系
論
文

で
あ
っ
て
も
表
現
・
レ
ト
リ
ッ
ク
を
学
ぶ
必
要
は
あ
る
、

分
子
生
物
学
者
福
岡
伸
一
氏
の
文
章
に
見
ら
れ
る
比
喩
表

現
を
例
に
と
り
あ
げ
、
理
系
に
こ
そ
国
語
は
必
要
で
あ
る

と
語
り
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
講
演
内
容
の
記
録
で
す
。

■
経
緯

２
０
１
２
年　

文
科
省
が
セ
ン
タ
ー
試
験
改
革
を
発
表
。

２
０
１
４
年　

中
央
教
育
審
議
会
が
セ
ン
タ
ー
試
験
の
廃

　
　
　
　
　
　

止
・
記
述
式
試
験
の
導
入
・
英
語
の
民
間

　
　
　
　
　
　

試
験
の
活
用
を
提
案
。

２
０
１
７
年　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
「
大
学
入
学
共
通

　
　
　
　
　
　

テ
ス
ト
」
記
述
式
問
題
の
モ
デ
ル
例
を
発

　
　
　
　
　
　

表
。
文
科
省
が
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

実
施
方
針
」
を
発
表
。

２
０
１
８
年　

文
科
省
が
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
改
正

　
　
　
　
　
　

を
告
示
。

２
０
１
９
年　

文
科
省
が
２
０
２
０
年
度
大
学
入
学
共
通

　
　
　
　
　
　

テ
ス
ト
に
お
け
る
英
語
民
間
試
験
活
用
の

　
　
　
　
　
　

延
期
を
発
表
。

２
０
１
９
年　

文
科
省
が
２
０
２
０
年
度
大
学
入
学
共
通

　
　
　
　
　
　

テ
ス
ト
で
導
入
予
定
だ
っ
た
国
語
・
数
学

　
　
　
　
　
　

の
記
述
式
問
題
実
施
見
送
り
を
発
表
。

■
記
述
式
で
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か

２
０
０
４
年
の
２
つ
の
提
言

　

経
団
連
「
21
世
紀
を
生
き
抜
く
次
世
代
育
成
の
た
め
の

提
言
」
受
験
の
た
め
の
教
育
を
批
判
。

　

文
化
審
議
会
答
申
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

国
語
力
に
つ
い
て
」
に
「
答
申
の
、『
国
語
教
育
』
と
は
、

学
校
教
育
に
お
け
る
教
科
『
国
語
』
で
扱
う
『
国
語
科
教

育
』
を
そ
の
中
に
含
み
込
ん
だ
『
国
語
（
言
葉
）
に
か
か

わ
る
教
育
の
全
体
』、
す
な
わ
ち
、
学
校
、
家
庭
、
社
会

に
お
い
て
行
わ
れ
る
『
国
語
の
教
育
全
般
』
を
指
す
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
が
つ
く
。

■
記
述
式
の
問
題
点

　

採
点
の
公
正
及
び
自
己
採
点
の
困
難
に
対
す
る
疑
問
、

採
点
業
者
及
び
方
法
に
対
す
る
疑
問
、
必
要
性
の
根
拠
に

対
す
る
疑
問
、
サ
ン
プ
ル
や
プ
レ
テ
ス
ト
の
問
題
内
容

に
対
す
る
疑
問
が
あ

り
、
示
さ
れ
た
採
点

プ
ロ
セ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
通
り
に
実
際
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

■
評
価
研
究
機
構
の

説
明

　

採
点
者
の
選
抜
、

採
点
者
の
研
修
、
採

点
の
正
確
性
の
ど
の

点
に
お
い
て
も
問
題

あ
る
。
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■
問
題
作
成
に
お
け
る
複
数
の
困
難
な
条
件

　

記
述
式
問
題
に
お
い
て
採
点
の
ぶ
れ
の
少
な
い
、
か
つ

優
れ
た
設
問
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
文
学
的
あ
る
い

は
評
論
的
文
章
で
は
な
く
、「
実
用
的
な
文
章
」
を
素
材

文
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
文
章
の
み
な
ら
ず
図
表
や

画
像
な
ど
、
種
類
の
異
な
る
複
数
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ

た
問
題
で
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
と
い
う
困
難
さ
が
あ
る
。

■
試
験
問
題
の
作
成
と
い
う
具
体
的
な
「
実
践
」
を
考
慮

し
な
い
思
考
の
危
う
さ

　

50
万
人
を
対
象
に
記
述
式
導
入
は
無
謀
で
あ
る
。
あ
る

程
度
の
教
員
が
訓
練
を
つ
め
ば
誰
で
も
で
き
る
よ
う
な
作

業
内
容
に
し
な
け
れ
ば
持
続
可
能
に
は
な
ら
な
い
。
作
成

作
業
の
「
現
場
」、ふ
つ
う
の
人
々
が
働
く
具
体
的
な
「
実

践
」
の
場
を
想
像
で
き
な
い
独
善
性
と
視
野
狭
窄
に
危
う

さ
が
あ
る
。

■
共
通
テ
ス
ト
と
連
動
す
る
新
学
習
指
導
要
領

　

・「
論
理
国
語
」
か
「
文

学
国
語
」
か

　

選
択
科
目
と
し
て
は「
文

学
国
語
」
と
「
古
典
探
究
」

を
、理
系
で
も「
古
典
探
究
」

を
選
択
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

　
「
古
典
」
は
、
ふ
だ
ん
使

っ
て
い
る
日
本
語
が
歴
史

的
な
形
成
物
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。
同
じ

日
本
で
、
同
じ
日
本
語
の

系
統
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

理
解
困
難
な
言
語
や
文
化

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

分
た
ち
の
言
語
や
文
化
が
ど
の
よ
う
な
成
り
立
ち
と
歴
史

を
も
つ
か
を
知
っ
た
と
き
、
他
の
言
語
や
文
化
へ
の
関
心

が
深
ま
る
。
他
の
文
化
・
言
語
へ
の
敬
意
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
。

　

・「
文
学
」
と
「
論
理
」
は
対
立
概
念
で
は
な
い

　
「
文
学
」
の
中
に
「
論
理
」
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。「
国

語
」
に
お
い
て
の
「
論
理
」
と
は
、
他
者
に
情
報
を
的
確

に
伝
え
、
そ
の
他
者
の
感
情
や
認
識
を
揺
さ
ぶ
り
、
説
得

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
論
理

に
修
辞
が
重
な
っ
て
い
る
。

■
福
岡
伸
一
氏
の
文
章

　

理
系
の
学
者
で
あ
っ
て
も
、
科
学
的
な
考
え
を
人
々
に

伝
え
よ
う
と
す
れ
ば
、言
葉
を
通
し
て
で
し
か
で
き
な
い
。

何
を
語
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
伝
え
る
の
に
ど
の
よ
う

な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
言
葉
と
文
学
表
現
を
め
ぐ

る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

■
比
喩
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
力

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
＝
「
目
に
見
え
な
い
テ
ロ
リ
ス

ト
」
と
い
う
比
喩
が
あ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
「
一
方
的
に

襲
撃
し
て
く
る
」の
で
は
な
い
。
福
岡
伸
一
氏
は
、「
人
体
」

＝
「
宿
主
」、「
ウ
イ
ル
ス
」
＝
「
家
出
人
」
で
あ
る
と
喩

え
る
。「
家
出
人
」
が
さ
ま
よ
っ
て
い
る
と
き
に
「
宿
主
」

が
門
戸
を
開
い
て
、
宿
を
貸
す
よ
と
誘
う
。
比
喩
と
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
と
人
間
の
関
係
が
見
え

て
く
る
。

■
比
喩
の
闘
い

　

比
喩
は
、
異
な
る
も
の
を
結
び
つ
け
る
レ
ト
リ
ッ
ク
。

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
聞
き
手
や
読
者

に
「
情
報
の
交
換
と
包
摂
」
を
も
た
ら
し
、
世
界
の
見
え

方
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
科
学
的
な
論
説

も
説
得
に
お
い
て
も
レ
ト
リ
ッ
ク
を
使
う
。

　

・
そ
の
比
喩
や
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か

比
喩
を
生
み
出
す
も
の
は
「
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
あ

る
。「
文
学
」
は
、
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
奥
行
き
を
左

右
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

■
「
教
養
」
の
重
要
性

　

先
の
「
家
出
人
」「
宿
主
」
と
い
う
比
喩
が
、
そ
う
簡

単
に
浮
か
ん
で
く
る
と
は
思
え
な
い
。「
教
養
」
は
、
比

喩
や
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
に
あ
た
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
成

す
る
も
の
で
あ
る
。
教
養
の
深
さ
と
そ
の
泉
か
ら
適
切
な

言
葉
を
汲
み
上
げ
る
力
こ
そ
、「
国
語
」
が
培
う
べ
き
力

な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
任
委
員　

牧
内
淳
一
）

講
演

　
「
新
高
校
学
習
指
導
要
領
と
高
校
教
育
の
課
題

　
　
　

―
高
校
「
社
会
科
」
の
改
変
を
中
心
に
―
」

講
師　

河
合
美
喜
夫
さ
ん
（
中
央
大
学
）

第
２
回
総
研
の
後
半
は
講
師
と
し
て
、
長
ら
く
世
界
史

の
教
員
を
さ
れ
た
の
ち
、
現
在
、
中
央
大
学
法
学
部
特
任

教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
河
合
美
喜
夫
さ
ん
を
お
招

き
ま
し
た
。
河
合
さ
ん
は
、
長
野
県
教
文
会
議
が
提
唱
し

て
き
た
「
共
通
教
養
」
に
つ
い
て
も
、
全
国
的
に
紹
介
し

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

っ
て
歴
史
教
育
や
高
校
教
育
が
今
後
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

か
、
そ
し
て
高
校
の
現
場
で
「
歴
史
総
合
」「
公
共
」
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
か
に
つ
い
て
、
表

題
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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河
合
さ
ん
は
、
今
回
の
新
指
導
要
領
に
つ
い
て
、「
史

上
最
悪
」
と
い
う
評
価
か
ら
「
よ
う
や
く
私
た
ち
（
教
員
）

の
願
い
が
果
た
さ
れ
た
」
と
い
う
評
価
ま
で
、
毀
誉
褒
貶

が
相
半
ば
す
る
状
況
を
紹
介
し
つ
つ
、
新
指
導
要
領
・
解

説
が
、
教
員
の
創
意
工
夫
・
自
主
性
を
奪
い
か
ね
な
い
ほ

ど
大
部
か
つ
詳
細
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
す
。

ま
た
、
新
改
訂
の
本
質
を
「
道
徳
を
最
上
位
に
置
く

資
質
・
能
力
論
」
と
看
破
し
て
、「
資
質
・
能
力
」「
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
」
な
ど
の
言
葉
の
羅
列
で
、
そ
の
中
身
・
意

味
を
明
示
し
な
い
ま
ま
、
見
切
り
発
車
的
に
改
訂
に
及
ん

で
し
ま
っ
た
も
の
と
分
析
し
、
本
格
実
施
に
移
る
前
か
ら

今
す
で
に
あ
る
大
学
入
試
改
革
の
“
頓
挫
”
か
ら
考
え
て
、

早
晩
の
改
訂
が
あ
り
得
る
と
も
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
訂
経
過
か
ら
の
分
析
で
は
、
２
０
１
１
年
に
日
本

学
術
会
議
が
、
知
識
詰
込
み
型
の
打
開
を
目
指
し
て
提
唱

し
た
「
歴
史
基
礎
」
が
、
中

教
審
で
議
論
さ
れ
る
中
で
、

資
質
・
能
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
を
前
提
に
、「
基

礎
」
と
は
乖
離
す
る
内
容
の

「
歴
史
総
合
」
と
し
て
結
実

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
し
か

も
、
中
教
審
で
の
論
点
整
理

に
も
、
歴
史
学
の
学
問
体
系

に
も
沿
っ
て
い
な
い
「
近
代

化
・
大
衆
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
が
３
つ
の
柱
と
し
て
文

科
省
側
か
ら
突
如
出
さ
れ
、

こ
れ
が
中
教
審
答
申
と
し
て

発
表
さ
れ
た
こ
と
。
日
本
史

必
修
化（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）

の
動
き
へ
の
押
し
戻
し
の
結

果
と
し
て
登
場
し
た
日
・
世

融
合
に
よ
り
、
内
容
が
日
本

史
的
と
な
っ
て
お
り
、
世
界

史
が
日
本
史
理
解
の
援
用
手

段
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
事
の

一
面
し
か
教
え
な
い
捉
え
方

や
、
学
問
体
系
か
ら
逸
脱
し

た
歴
史
教
育
へ
と
進
ん
で
い

っ
て
し
ま
う
こ
と
の
危
険
性
。

ま
た
、「
公
共
」
に
つ
い
て
も
、「
公
共
的
な
空
間
＝

国
家
」
と
も
読
め
て
し
ま
う
内
容
で
、
憲
法
を
学
ぶ
機
会

も
奪
わ
れ
、
批
判
的
思
考
力
が
育
た
な
い
と
い
う
こ
と
へ

の
危
惧
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
高
校
の
現
場

に
は
独
創
性
を
活
か
し
て
授
業
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
期
待
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
現
在
検
定
に
入
っ
て
い
る
教
科
書

に
つ
い
て
、
出
版
社
も
、
従
来
通
り
の
通
史
的
な
線
を
崩

さ
ず
に
分
か
り
や
す
く
作
ろ
う
と
努
め
た
も
の
と
、
指
導

要
領
の
３
つ
の
柱
の
テ
ー
マ
史
に
特
化
し
た
も
の
を
幾
つ

か
作
っ
て
み
て
、
ど
れ
が
採
用
さ
れ
る
か
を
見
極
め
よ
う

と
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
導
入
を
通
じ
て
、
民
間
教
育
の
参
入
が
さ
ら

に
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
未
だ
友
人
関
係

も
構
築
で
き
ず
に
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
大
学

生
の
心
の
ケ
ア
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
状
況
な
ど
に
つ
い

て
も
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
の
講
演
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
“
生
き
た
授
業
”
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
感
想
も
出
る
な
ど
、
と
て
も
充
実
し
た
講
演
内
容
で
し

た
。

お
ス
ス
メ
し
ま
す

〇
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
世
界
と
日
本
を
む
す
ぶ
「
歴

史
総
合
」
の
授
業
』（
大
月
書
店
、
２
０
２
０
年
）

〇
長
野
県
教
育
文
化
会
議
編
『
よ
む
前
に
、
読
む
。
新
学

習
指
導
要
領　

討
議
資
料
』（
２
０
１
９
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
任
委
員　

鈴
木
実
）

　
総
合
研
究
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
感
想

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
は
じ
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
気
軽
に
参
加
で
き
、
進
行
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
参

加
さ
れ
て
い
た
先
生
と
交
流
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

講
師
の
先
生
を
近
く
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
質
問
し
や

す
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

紅
野
先
生
の
お
話
か
ら
は
、
説
明
や
説
得
に
お
い
て
文

学
か
ら
得
た
知
識
や
表
現
が
役
立
つ
と
い
う
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
理
系
ク
ラ
ス
や
受
験
指
導
の
多
い
学
校

で
は
「
論
理
国
語
」
が
選
択
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
理

系
こ
そ
「
文
学
国
語
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共

有
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

小
説
や
古
典
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
こ
と
に
強
い
危
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機
感
を
覚
え
ま
す
。

そ
れ
ら
を
学
ば
せ
る
意
味
を
考
え
な
が
ら
日
々
授
業
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。　
　
（
中
野
西　

武
居
真
穂
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
研
に
参
加
し
ま
し
た
。
下
伊
那
の
教

文
事
務
局
で
あ
り
な
が
ら
研
修
を
受
け
る
機
会
が
無
く
て

不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
会
議
に
出
た

り
研
究
会
に
出
て
い
れ
ば
何
か
し
ら
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
状
況
で
他
の
地
域
の
様
子
も
知

る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い

の
か
正
し
く
な
い
の
か
ず
っ
と
不
安
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
あ
り
ま
す
が
総
研
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
ぼ
ん

や
り
と
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
担
当
教
科
と
は
違
う
の
で
直
接
関
係
な
い
け
れ
ど
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
大
き
な
間
違
い
で
し
た
。
や
は
り
最

低
限
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
大
切
な
こ
と
が
あ

る
の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
何
を
学
ぶ
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
さ
え
も
決
定
づ
け
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
。
学

校
で
は
教
育
課
程
が
検
討
さ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。
残
念

な
が
ら
、教
科
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
伝
わ
っ
て
こ
ず
、

い
か
に
時
間
数
を
ま
と
め
る
の
か
に
終
始
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
一
定
の
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
課

程
な
の
に
、
今
頃
こ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
ら
だ
め

だ
と
思
い
ま
す
。
せ
め
て
今
回
知
る
こ
と
が
で
き
た
国
語

と
社
会
の
先
生
と
は
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
も
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
知

っ
た
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫　

中
塚
み
ね
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
国
語
」
に
つ
い
て
日
本
大
学
文
理
学
部
、
紅
野
謙
介

先
生
、「
社
会
」
に
つ
い
て
中
央
大
学
、
河
合
美
喜
夫
先

生
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
担
当
教
科
で
は
な
い
の
で
、

新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
に
つ
い
て
し
っ
か
り
深
く
聞
い

た
の
は
初
め
て
で
す
。

　

国
語
に
つ
い
て
は
、「
文
学
」
と
「
論
理
」
は
対
立
概

念
で
は
な
い
こ
と
、
理
系
で
あ
っ
て
も
、
難
し
い
も
の
を

語
る
と
き
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
比
喩
や
イ
メ

ー
ジ
の
働
き
が
重
要
で
、
適
切
な
言
葉
を
く
み
上
げ
る
力

こ
そ
「
国
語
」
が
培
う
べ
き
「
力
」
で
は
な
い
か
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

河
合
先
生
は
、
新
科
目
の
内
容
の
話
と
併
せ
て
、
大
学

教
育
・
大
学
受
験
の
た
め
だ
け
で
な
い
、
高
校
教
育
で
大

切
に
し
た
い
も
の
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
生

の
約
半
数
は
大
学
に
進
学
し
な
い
（
２
０
１
９
年
大
学
短

大
進
学
率

58.1
％
）
こ
と
。
高
校
は
大
学
受
験
の
た
め
に
あ

る
も
の
で
も
、
大
学
教
育
に
必
要
な
資
質
を
育
成
す
る
場

で
も
な
く
、
ど
の
生
徒
に
も
必
要
な
学
力
や
人
格
を
発
達

さ
せ
る
と
い
う
教
育
の
原
点
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
で
一
生
懸
命
Ａ
Ｉ
教
材
に
取
り
組

む
勤
務
校
の
生
徒
を
思
い
な
が
ら
、「
人
格
形
成
を
育
む

力
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
ど
う
実
現
す
る
か
を
考
え
る
力
」

を
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、
一
人
一

人
の
生
徒
と
向
か
い
合
っ
て
い
こ
う
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

参
加
者
）

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
教
文
会
議
の
機
関
会
議

や
総
研
が
開
催
で
き
ず
、Zoom
を
用
い
て
のon-line

会
議(

へ
の
参
加)

な
ど
も
模
索
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
情

報
機
器(

の
操
作)

に
疎
い
私
も
、Zoom
を
用
い
て
の

on-line

会
議
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
総
研
もZoom

で
の
開
催
が
決
ま
り
参

加
者
の
表
情
が
直
接
見
え
な
い
と
い
う
一
抹
の
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　

聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
新
学
習
指
導
要
領
の
国
語
と

社
会(

地
歴
・
公
民)

の
何
が
課
題
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
き
ち
ん
と
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
語
は
、

｢

国
語
総
合｣

が
な
く
な
り
、｢

現
代
の
国
語｣

・｢

言
語

文
化｣

が
必
修
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
し

た
が
、
選
択
科
目
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
の
が
よ
い
か
と

い
う
こ
と
は
認
識
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
受
験

が
学
習
指
導
要
領
を
支
配
す
る
の
は
お
か
し
い
、
高
校
で

学
習
し
た
こ
と
を
入
試
で
出
す
と
い
う
の
が
本
来
の
は
ず

な
の
に
。
ま
た
、
入
試
制
度
を
恣
意
的
に
い
じ
り
受
験
生

を
混
乱
さ
せ
て
い
る
の
も
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
公
演
を
通

し
て
や
っ
と
理
解
で
き
ま
し
た
。
国
語
は
実
用
的
な
文
章

さ
え
理
解
で
き
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
は
間
違
い

だ
と
思
い
ま
す
。
理
系
に
こ
そ｢

論
理
国
語｣

よ
り｢

古

典
探
求｣

を
と
い
う
先
生
の
提
案
は
と
て
も
示
唆
に
富
ん

だ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
論
理
だ
け
学
べ
ば
よ
い

、
文
学
は
興
味
が
あ
る
者
だ
け
が
学
べ
ば
よ
い
と
い
う
姿

勢
も
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
科

学
者
で
あ
る
福
岡
伸
一
先
生
の
文
章
は
、｢

論
理
国
語｣

で
は
な
く
、｢

文
学
国
語｣

と
し
て
全
員
が
学
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。｢

教
養｣

の
重
要
性
を
最
後

に
強
調
さ
れ
ま
し
た
が
、
脇
の
知
識(

専
門
以
外
の
裾
野

と
な
る
べ
き
学
び)

の
大
切
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
い
た
の

は
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の
指
標
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

蛇
足
を
言
え
ば
、
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
に
つ
い
て
比
喩
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の
観
点
か
ら
解
説
さ
れ
ま
し
た
が
、『
こ
こ
ろ
』
に
つ
い

て
は
現
職
の
教
員
は
食
傷
気
味
、
か
え
っ
て
質
問
の
回
答

の
中
で
提
示
さ
れ
た｢

ド
ラ
え
も
ん
ロ
ボ
ッ
ト
作
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト｣

の
例(

Ｓ
Ｅ
に
文
系
を)

を
本
論
の
中
で
示

し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
、
参
加
者
は
新
た
な
展
開
が
深

め
ら
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資料３ 調査結果を受けて                     

〇３学期に消費生活センターの講師（太田真由美先生）による出前講座を予定しており、成年年齢に

ついて学習を深めたいと考えている。 
〇知識がないことで、人生のなかで困難に会う場面がでるかもしれない生徒が多くいます。社会の変

化が「自分とは関係のないこと」と感じている生徒が多くいます。１学年の家族分野は結婚のこと

から法改正に繋げていく授業を考えています。 
〇「契約」に関することと、「家族」に関することに分けて、契約に関することについては「家庭経

済」の単元で特に正解率の低かった項目について、契約にあたって注意すべき点を重点的に扱いた

い。また、その際保護者も取り込んだ形式を考える必要があると思っている。 
〇「家族」については、「結婚」に関する民法についての取り扱いを多くしたい。 
〇成年年齢引き下げについては、喫煙・飲酒などといったことも含めて、家庭科だけでは扱いきれな

い内容だと考える。生徒指導を中心に、法律的な線引き、起こることが予想される問題への対処な

ど学校の職員全体で共通認識を持たなければいけない事項だと思う。あまりにも、無防備な考えの

職員が多く、驚くことが多々ある。ぜひ、今回の調査結果を発信していってほしいと思います。 
〇家族に関する法律、消費者教育の分野で成年年齢引き下げにより変わった点を、具体例をだしなが 
ら、確認していきたい。まずは、自分自身がいつ成人になるのかの確認からしなければです。わか

っていない生徒も多いので 
〇通信制では、スクーリング日が限られますので、特別大きく変えることは不可能です。 
 例年通り、消費生活センター講演会（外部講師）「消費者被害にあわないために」を 1 時間行いま
す。 通信制課程では、年齢も幅がありますが、家庭総合の中で行いますので、10代が比較的多い
と思います。 

〇成人（成年）年齢引き下げが２年半後に迫っています。今回の認識度調査の結果生徒は期待するも

のもたくさんある一方で 2022年 4月に一斉に「成年（成人）」となることへの不安が大きいと感じ
た。特に 

 １ 消費生活について ２ 未成年者保護がなくなること この 2点について「知識のなさ」から
来る不安が多く、他教科との連携をとりながら正しい知識を持ち、不安を少しでも解消できるよう

にする必要性を感じた。 
 　　　　　　　　（４）

↓＊（11）ページから戻ってお読みください。（11）ページからレポートの紹介になっています。
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資料２ 認識度調査結果                      

 
Q２：以下の項目について 18歳で成年（成人）になったら「できる」事には○印、 

 

   「できない」事は×印、「わからない・知らない」場合は△印で答えて下さい。 
 

項目 できる できない わからない 正答 
①保護者の同意なしの携帯電話の契約 72％ 15％ 13％ 〇 
②飲酒 10％ 88％ 2％ ✕ 
③10年有効のパスポートを取得 52％ 21％ 27％ 〇 
④保護者の同意なしのクレジットカードの作成 55％ 32％ 13％ 〇 
⑤保護者の同意なしの結婚 63％ 29％ 8％ 〇 
⑥養子を迎える 25％ 42％ 33％ ✕ 
⑦競馬の馬券・オートレースの車券・競艇の舟券購入 31％ 51％ 18％ ✕ 
⑧公認会計士・司法書士・医師免許・薬剤師免許を取得 46％ 31％ 23％ 〇 
⑨喫煙 12％ 85％ 3％ ✕ 
⑩普通自動車免許の取得 79％ 16％ 5％ 〇 
⑪保護者の同意なしで 1人暮らしの部屋を借りる 78％ 11％ 11％ 〇 
⑫保護者の同意なしでローンを組む 45％ 32％ 23％ 〇 
⑬保護者の同意なしで就職先と雇用契約をする 54％ 24％ 19％ 〇 
⑭保護者の同意なしでエステの契約をする 67％ 12％ 21％ 〇 
⑮スポーツクラブ会員の契約後、保護者が反対すれば 
 契約を取り消すことができる 

19％ 57％ 24％ ✕ 

Q３：成年年齢が１８歳になることで期待すること 
１ 政治 
（１）意見が反映される  （２）活発化 
２ 経済 
（１）労働者増加により経済が活発になる  （２）税金収入が上昇する   
（３）保護者の同意無しでの契約が増えるので買い物が増える 

Q４：成人年齢が 18歳になることによる不安 
１ 知識不足によるもの 
（１）具体的な変更点が理解できていない  （２）「できる」「できない」が理解できていない 
２ 消費トラブル 
「契約」「詐欺」「悪質商法」「金銭管理」等 

３ 犯罪・混乱 
４ その他 
（１）成人式の開催方法  （２）受験と成人年齢がかぶる  （３）自立できるか。責任とれるか 

 

１　アンケート対象者生年月とＱ１の解答
①20歳 ②19歳 ③18歳 ④わからない

160 9

94 50

5

2001（平成13）年３月～ 1

2002（平成14）年4月～2003（平成15年）３月 279 136
2001（平成13）年4月～2002（平成14年）３月 30 1

生年月

2003（平成15）年4月～2004（平成16）年３月 155 259

　　　　　　　　（３）



長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信　No. 277　(2020-2)　　　2020 年 9 月 1 日 発 行　　（10）

教文事務局へのメールは　kyobun.nagano-h@educas.jp

資料１ 家庭基礎・総合認識度調査                 

家庭基礎・総合 認識度調査 
（   ）年（   ）組（   ）番氏名（                 ） 

生まれた年月（  ）年（  ）月生まれ 
成年（成人）年齢が 2022年 4月から現行の 20歳から 18歳に引き下げられます。約 140年ぶりに成年
（成人）年齢の定義が見直されることで何が変わるのか知っていますか。授業にいかすために皆さんの

認識度を知りたいので以下の質問について答えて下さい。 
テストではありませんので、現在皆さんが知っていることをそのまま答えて下さい 
 

Q１：皆さんは何歳で成年になりますか？（1つに〇） 

 ①20歳 ②19歳 ③18歳 ④わからない 
〇     

Q２：以下の項目について 18歳で成年（成人）になったら「できる」ことには〇印、 

   「できない」ことは✕印、「わからない・知らない」ことは△印で答えて下さい。 

項目 〇✕△ 
①保護者の同意なしの携帯電話の契約  
②飲酒  
③10年有効のパスポートの取得  
④保護者の同意なしのクレジットカードの作成  
⑤保護者の同意なしの結婚  
⑥養子を迎える  
⑦競馬の馬券、オートレースの車券、競艇の舟券の購入  
⑧公認会計士・司法書士・医師免許・薬剤師免許を取得  
⑨喫煙  
⑩普通自動車免許の取得  
⑪保護者の同意なしで一人暮らしの部屋を借りる  
⑫保護者の同意なしでローンを組む  
⑬保護者の同意なしで就職先と雇用計画をする  
⑭保護者の同意なしでエステの契約をする  
⑮スポーツクラブの会員の契約後、保護者が反対すれば契約を無条件で取り消すことが

できる 
 

Q３：成年（成人）年齢が 18歳になることで期待することを記入して下さい 
 
 

Q４：成年（成人）年齢が 18歳になることで不安に思うことを記入して下さい 
 
 

ご協力ありがとうございました。 
参考：政府広報オンライン（2018年 8月 24日版） 
   消費者庁「社会への扉―12のクイズで学ぶ自立した消費者―」 
 

　　　　　　　　（２）



（11）　　 長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信　No. 277　(2020-2)　　　　2020 年 9 月 1 日 発 行

教文 HP は「長野県教文会議」で検索

職場名 松本県ケ丘高等学校 氏名 三木 舞子 
第 10分科会 分科会名 家庭科教育 

支部名 松筑支部 
職場名 松本県ケ丘高等学校 
氏 名 三木 舞子 

成年（成人）年齢 18歳引き下げを考慮した授業について 
～生徒のアンケート結果より今後の授業について～ 

 
１ テーマ設定理由 
 2022年 4月約 140年ぶりに成年年齢が 20歳から 18歳へと引き下げられる。今までも成年年齢の在
籍生徒はいたが、今回の改正により高等学校在籍時に未成年から成年年齢に必ず達することとなる。 
 成年年齢が 18 歳となると希望もたくさんあるが、今まで未成年だから守られていたものが自己責任
となる。そこで生徒たちは今回の法律改正に伴う身近な事項についてどのくらい認識しているか。希望

や不安はどのようなことか実態調査を行い、今後の授業に活かせるよう 2年間かけて調査研究を行うこ
ととした。 
 
２ 調査方法 
（１）紙ベースによるアンケート方式 
    
（２）質問項目 資料１「家庭基礎・総合認識度調査」参照 
 
３ 調査の対象者 
（１）松筑支部の高等学校の在籍生徒 1179名 
（２）対象者内訳 

生年月日 人数（人） 
2003年（平成 15年）4月～2004年（平成 16年）3月 ５８３ 
2002年（平成 14年）4月～2003年（平成 15年）3月 ５５９ 
2001年（平成 13年）4月～2002年（平成 14年）3月 ３６ 
2001年（平成 13年）3月以前 １ 

 
４ 調査結果 資料２参照 
 
５ 調査結果を受けて今後の授業にどのようにいかすか。 
  資料３ 参照 
  今年度後半～次年度にかけて今回の調査結果を受け授業にいかしていきたい。 
 
 
 

　　　　　　　　（１）

　　「 みんなで未来をひらく教育を語るつどい」　レポート

　＊今年度の「教育のつどい」は、オンライン研修会となり、各分科会はおこなわれませんでしたが、

　　レポート集が作成されます。そのレポート集に掲載されるレポートをご紹介します。
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  〇書籍紹介〇

 
                                                        

                  講演 内田樹さん   
フランス文学者、武道家（合気道凱風館 

館長）、翻訳家、神戸女学院大学名誉教授 

「教育の危機 教育の未来」 
  

                       
 

 
2020年 11月７日 13時開会 

2020年度長野県教育研究集会 

１３：１０～ 講演会 
１４：３０～ シンポジウム 
１５：３０～ 分散会１・２ 
  「コロナ状況下の子どもの心・生活・つながりづくりを考える」 
    「コロナ状況下の『学びの保証』を考える」 
        
 

〇お知らせ〇
　今年度の県教研は、新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラインによる講演会、
シンポジウム、分散会のみの開催となりました。講演会の講師は、内田樹さん。
詳細と参加方法は、後日お知らせします。
　ぜひ、ご予定ください！！
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長野県教育文化会議 
長野市県町593 
http://kyobun-kaigi.sakura.ne.jp/ 
TEL 026-234-2216     FAX026-234-2219 
E-mail kyobun.nagano-h@educas.jp 
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長野県教育文化会議 
長野市県町593 
http://kyobun-kaigi.sakura.ne.jp/ 
TEL 026-234-2216     FAX026-234-2219 
E-mail kyobun.nagano-h@educas.jp 

２０
１９ 

２０１９２０１９２０１９２０１９２０１９
ちがうこと、かかわることに、 
折りあいをつけて生きつづけるという、 
循環系のいとなみは、あらゆる生きものが 
やっているわけですから、 
これはもう人間だけの問題ではない。 
根源的自発性を前提にして、この自発性を助けるのが教育の仕事なので、 

それは本来、非常にむずかしい、高度なアートなんです。 
                         ―大田堯 ひとなる 〔ちがう/かかわる/かわる〕 より― 

 

よむ前に、読む。 

◆『教育』№ 866

「改革ラッシュに揺らぐ

高校教育」第 2 回総研

の講師の河合美喜夫さ

んの論考が掲載されて

います。

◆「よむ前に、読む」

新学習指導要領　討議

資料』（2019 年）」長野

県教文会議編。河合美

喜夫先生に全国の討議

資料集の中でも最も良

く出来ていると絶賛し

ていただきました。

◆『国語教育の危機』（ちくま新書）

◆『国語教育混迷する改革』（ちくま新書）

　第 2 回総研の講師の紅野謙介さんの著書。

「大学入学共通テスト」「新学習指導要領」

の分析から、国語教育が危機に瀕している

こと、問題点を指摘し警鐘を鳴らしていま

す。

◆『教育は何を評価して

きたのか』（本田由紀著

岩波新書）「資質・能力」

「態度」という日本におけ

る教育言説を分析。これ

らの言葉のもつ弊害と現

状を抜け出す道筋が示さ

れています。


